



















　今後の課題としては、今回の調査が無助詞名詞全体の ₃ 分の ₁ に基づくも
Syntactic Functions of Noun Phrase without Particles
in the Prose of the Heian Period



















































うえで、どのようなシステムで 運 用 されていたのかについて 考 察 してみた
































































　【表】は、今回本稿で対象とする無助詞名詞を ₂ ．₂ で言及した観点から
分類したものである。
格関係
述語 ガ ヲ ガ・ヲ ニ デ ガ・ニ ニヲヨリ ト ガ・デ ニ・ヲ 合計
無生名詞
非対格自動詞 2230 1 8 4 5 2248
形容詞 2157 16 13 2 2188
名詞 85 85
他動詞 4 1798 7 1 2 1812
非能格自動詞 68 31 5 2 6 1 113
複文 32 32
サ変動詞 4 70 1 75
受動表現 3 7 10
述語確定不可 192 2 1 195
小計 4583 1906 209 34 9 7 6 2 1 1 6758
有生名詞
非対格自動詞 148 2 150
形容詞 35 1 36
名詞 20 20
他動詞 375 84 2 1 462




述語確定不可 3 1 1 5
小計 1151 87 1 3 2 3 1 1248

























































































　無 生 名 詞 ガ 格₄₅₈₃例 のうち、非 対 格 自 動 詞 文 がもっとも 多 く₂₂₃₀例




























































































































に従う（p. ₄₁）。 ₁ 人称＞ ₂ 人称＞ ₃ 人称＞固有名詞（親族名詞）＞人間名詞＞動
物名詞＞無生物名詞という階層が存在し、階層が高い方（左の方）の名詞句は動
作者になりやすく、階層が低い方（右の方）の名詞句は動作の対象になりやすい
という。
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